
事業者向け 放課後等デイサービス自己評価表 (公表)

公表 : 2022年  2月 5日 事業所名 :こと拍サポート教室「きらり」下野校

改善目採、工夫してしれる点など

教室内は段差はないが安全面に配慮し

支援していく

支援後の振り返りをし、定期的に全体

MTGを開き改善点などを話し合つている

支援後のフィードバックで保護者からのご

意見を伺い支援に取り入れている

毎月の研修や事例検討会等、勉強会を

設けている

面談時に聞き取りしイ固別支援計画の作

成時に参考にしている

保護者の意見を取り入れ内容を工夫し

プログラムに取り入れたり次のステップヘ

移行したりしている

一人一人のニーズに合わせたプログラム

でその日の子どもの様子を見ながら課題

に取り組んでもらっている

季節に合わせた小集団プログラムを毎

月行つている

前回の支援の振り返りと保護者からの

ご要望を共有し支援内容の確認を行つ

ている
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チエ`ンク項目

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で

適切であるか

職員の配置数は適切であるか

事業所の設備等について、プ(リアフリー化の配慮

が適切になされているか

業務改善を勘 るための PDCAサイクル (目

標設定と振り返り)に、広く職員が参画している

か

保護者等向け評価表を活用する等によリアンケ

ート調霊 実施して保護者等の意向等を把握

し、業務改善につなげているか

この自己評価の結果を、事業所の会報や木一

ムページ等で公開しているか

第二者による外部評価を行い、評価結果を業

務改善につなけているか

職員の資質の向上を行うために、研修の機鈍

確保しているか

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の二

―ズや課題を客観的に分析した上で、放課後

等デイサービス計画を作成しているか

子どもの適応行動の1犬況を図るために、標楽化

されたアセスメントツールを使用しているか

活動プログラムの立柔をチームで行つているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫している

か

平日、休日、長期体暇に応じて、課題をきめ細

やかに設定して支援しているか

子どもの状況(誌じて、個別活動と集回活動を

適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を

イ乍成しているか

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ

の日4子われる支援の内容や役害J分担について

確認しているか
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支援後に1青報共有が必要な場合は直

ぐに伝え、支援記録に残している。また翌

日の申し送りで1青幸限共有をそ子つている

支援後に子あ の様子や課題の達成状

況を詳しく記録している

6ヶ月ごとにモニタリングを実施し支援内

容の見盲Lしを行つている

医療的ケアの必要なお子さんの受け入

れの経験なし

現在対象児重なし

之選零に,芯じて本目言炎をさせてもらつている

必要に応じて検討してしく

機会があつたら参カロしたい

支援後に保護者からお子様の様子を間

いて必要に応じて課題の変更等対応を

そ子つている
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支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ

の日行われた支援の振り返りを行い、気付いた

点等を共有しているか

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につな
'ザ

ているか

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサー

ビス計画の見画しの必要性を判断しているか

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ

せて支援を行つているか

障害児相談支援事業所のサービス担当者会

議にその子どもの1犬況に精通した最もふさわしい

者が参画しているか

学校との1情報共有 (年間計画・行事予定等の

交換、子あ の下校時刻の確認等)、 連絡調

整 (遂翼即寺の対応、トラブル発生時の連絡)

を劇 にそ子つているか

医療的ケアが必要な子よ党受け入れる場合

(よ、子どもの主治医等と運雅崩輪Jを整えている

か

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定

こども園、児重発達支援事業所等との間で情

報共有と本日互I里角引こ努めているか

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所か

ら障害福祉サービス事業所等へ不多そ子する場

合、それまでの支援内容等の情報を提供する

等しているか

児重発連支援セ剪卜や発達障害者支援セン

ター等の専門機関と運携し、助言や[汗修を受け

ているか

放課後児重クラフや児童館との交流や、障害の

ない子よ丈活動する機会力ちるか

(地域自立支援)協議会等蠣 極的に参加

しているか

日頃から子島 の状況を保護者と伝え合い、子

どもの発達の1犬況や課題について共通理解を持

つているか

運営規程、支援の内容、利用者負担等につい

て丁寧な説明を行つているか
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保護者からお悩みを伺つた際(Ⅱよ内容

を確認。その場で対応力境としし場合は一

度預かり職員全体で共有し適切な助言

を,い推卜けていく

]ロナの影響もあり自粛しているが今後

開イ獲できるようにしていきたい

対応は迅速に行い内容を聞き取り職員

ど盾報共有し適切に対応する

活動内容等をインスタグラムHPで発信

している

イ国人情報に係るものは鍵付きのロッカー

で保管している

マニュアルを策定し災害発生時の避難

場所等の説明を行つている。

毎月テーマを決め避難副|1練を実施して

いる

虐待防止の研修に参加し職員で
j晴
報

共有をそ子つている

職員間で共有している

食事提供は行つていない
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保護者からの子育ての悩み等に対する相談に

適切に応じ、必要な助言と支援を行っているか

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を

開催する等により、保護者同士の運携を支援し

ているか

子どもや保護者からの苦情について、荻寸応の体

制を整備するとともに、子どもやイ呆護者に周宍日

し、苦′情力ちつた場合に迅退かつ適切1こ夕も応し

ているか

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子あ や保護者に対

して発信しているか

個人l情報に十分注意しているか

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や1青

報伝達のための配慮をしているか

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に

開かれた事業運営を図つているか

緊急時対応マニコ刀レ、防犯マニュアル、感染症

対応マニュア

'レ

を策定し、職員や保護者に周知

しているか

非常災害の発生に傭え、定期的に避難、救出

その他必要な副‖練を行つているか

虐待を防止するため、職員の研修機陰た確保

する等、適切な文寸応をしているか

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに

つして、組織的に決定し、子どもや保護者に事

前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等

デイサービス計画に記載しているか

食物アレルギーのある子せもについて、医自師の:旨

示書に基づく対応がされているか

ヒヤリ八ット事例集を作成して事業所内で共有

しているか
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保護者等向け 放課後等デイサービス評価の集計結果 (公表)

公表 : 2022年 2月  5日

事業所名 :こどもサポート教室「きらり」下野校   保護者等数 (児重数): 3フ 回収数 :33害」合 :  890/0

ご意見、ご意見を踏まえた対応

親が渚動説明を受けている間スタッフが子

供についてくれていて安心できる

専門の先生を増やしてほしい

。フィードノ(ックは空いたスタッフで見守りをし

ていく

・定期的に研修を受け質の向上に努めてい

く

こどもの夕子きなものを盛り込んでくれている

・楽しく過乱 てもらうよう内容を工夫していく

現状だと難しい

毎回丁寧に説明していただいています

。丁寧に言舌をうかがつていく

毎回丁寧に説明してくれています。ことちの

事を話すことで心に余裕が生まれます。

・∈家族のお悩みを聞き角早決策を探していく

いつも本睛炎に応じてもらつています

現在の1犬況だと難しいですがまた是)F開催

していただきたいです

。日寺期を見て検討していきたい

いいえ
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チェック項目

子どもの渚動等のスペースが十分に確保されている

か

職員の配置数や専門性は適切であるか

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置なつて

リアフリー化の酉己慮が適切になされているか

子どもと保護者の三―ズや課題が客観的に分析さ

れた上で、放課後等デイサービス計画
Iが
作成され

ているか

活動プログラム市が固定化しないよう工夫されている

か

放課後児重クラブや児重館との交流や、障害のな

い子よ充活動する機会があるか

支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題につして共通理解力kきてい

るか

保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支

援力光子われているか

父母の会の活動の支援や、保護者会等の

開催等により保護者同士の運携が支援されている

か
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こどもの気持ちに寄り添つていただけてぃると

思います。ありがとう:安ゴいます。

。今後もHP・インスタグラムや LINEで 1青

報発信をしていく

緊急時の避難場所や対応について説明

頂いています。

こどもの好きなもの (ペーパークラフト、点つ

なぎ等)があるので楽しみにしています。

・お子様に楽しんでもらうため活動内容を固

定化せず工夫していく

子供、親共(誘舌を聞いてくれたり相談できる

のでありがたいです。子供も毎回「何を作ろう

かな」と楽しみにしています

。今後も教具や教材を工夫しここに応じて対

応していく
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子どもや保護者からの音情につして、対応の体制を

整偏するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、

舌情があった場合に迅勘 つ`適切に対応している

か

子どもや保護者との意思の疎通や1青報伝達のため

の酉己慮がなされているか

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子島 や保護者に対して発信してい

るか

個人1青辛尉こ十分注意しているか

緊急時対応マニコアル、防犯マニュアル、感染症対

応マ_ュアルを策定し、保護者に周矢日・説明されて

いるか

非常災害の発生に偏え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な副‖練力埒 われているか

子どもは通所を楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか
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i放課後等デイサービスを不u用する個々の子島 について、その有する含ヒカ、置かれている環境や日常生活全般の1犬況に関す
るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支

援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成す

る。

事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子あ の障害特性や課題、平日/休日/長

期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。


